

















けでは、 ﹁なんのためにその知識や技能を習得させるのか、習得するのか﹂が見え いままになってしまいます。本来、知識や技能は﹁なにかのため︵それが実用的であろうが非実用的であろうが︶ ﹂に習得されるべきものであるはずです。
　この﹁なにかのため﹂ということを、私は価値目標と呼んでいま
す。価値目標は、価値観・世界観・認識 関わる目標です。言語教育を含むすべての教育においてなされる授業は、価値 を含むべきだし、実際含んでい と考えます。
　価値目標は、価値観・世界観・認識に関わる目標です。学習者の






























わっていく庶民を描いた作品に対して、戦前使 修身教科書をもってき 比較させると うところに、暗示的な価値目標が学習者に形成される可能性があります。
　たとえば、比較する、ということは、両者が同等の位置にある、
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　私の考える、言語教育の根源的な態度目標は、まずことばとそれ
を使う人間のことを、おもしろい、楽し と思ってもらうこ であり、それがすべての言語教育の授業の出発点になると考えます。言語、言葉、文字、文章、作品、そして人間、をおもしろいな、もっと知りたいな と思わなければ 授業を受けたい 考えないでしょう。授業から逃走してしまいます。
　言語教育の実践をすすめていくと また、言語教育の研究をすす
めていると、どうしてもこ いう知識や技能を習得させ 、このような考え方を身につけ 欲 いという だけに陥りがちです。そうなると、学習者が置き去りになるのです。
　授業の最初や単元の最初で、態度目標が学習者に形成されること
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がかかります。一人の教員の授業についての皮膚を﹁脱いで﹂もらうだけで時間と困難が伴います。いったん﹁脱いで﹂もらった後は、私からも他の教員からも た資料などからもさまざまな選択肢を広げ そこ ら、その学校のニーズに合 プランを選択 ることが続きます。さらに 課題が生まれ 原因の内 ど
れが自分たちで制御可能かを考え︵たとえば、読書力の向上を目指しているとして、その地域に公立図書館がないということは制御不可能だけれど、学校図書館を充実させることはある程度制御可能︶ 、その原因への対処を考えることも必要になってきます。このように、さまざまな取組を いくためには、時間がかかります。
　一方で、その学校のニーズが達成されたり、国や地方公共団体か
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行います。当然のことながら、学校 教師は自分 学び続 る組織や教員であらねばなりません。 のためには 実践研究の方向性がぶれないことが重要です。自分︵たち︶はどこに向かお としてるのか、それは、学校や地域、学習者にとって意味の ることなのかどうか、そのことを問い続けるように、研究テーマや研究 マネジメントに対してアドバイ をす のです。ここは、実践研究にける価値目標 形成と言え
　このような目標形成をくりかえし継続していく と、そして、学
校や教師が自らそれを行っ けるようにサポート る とが 私の行っている実践研究です。







































通知表にも指導要録にも掲載されないテストであるということです。一方で、これらの調査は、その学校や担当の教員、地域の教育力を図る︵ほぼ唯一の︶バロメーターとしてひとり歩き て使われてしまっているということです。そして、これら 調査 得点が高い学校には、インセンティブが与えられる︵他の学校よりも高額の研究費が与えられ ︶といったことも起こっています つま こ
れらの調査は、教員や学校、地域の序列化のための調査といえるのです。
　中学校には高校入試というものがあり、中学校教員はこのよう
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りましたが︶川本教諭は、またこの子どもいる学級を担任 ることにな 。この学級で残され 課題は この子どもに対する他の子どもたちのまなざしを、そ て周りの子どもたちがその子どもどう見ているかに対してその子ども自身がみるまなざし 、受容的なものに変え
ていくことでした
。 ﹁あの子はこういう個性を持って
いるんだ﹂ ﹁ぼくがこう見られているの ぼく ういうこと するからだな﹂と思うようになることです。
　こういう学級実態と川本教諭の思いは、この作品に一つの光を当
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るのか︶を表現しま このメッセージは、 ﹁のどがかわい ﹂の読むことの授業を終えた後、開封され、それへの返信を子どもたちは書くことになります。
　次に、この﹁のどがかわいた﹂を読んでいきますが、作品 構造
をざっくりおさえたあと、登場人物の相互関係に注目していきます。とはいえ、この作品は、イタマルの一人称で書かれているので、あくまでもイタマルの観た世界観が表現されています。そうすると イタマルが他の人物をどう思っているかは見えやすいですが、他の人物がイタマル こと にくくなっています。これ そのまま現実の私達の世界が、結局は私が観た世界観で、私が世界を構成していることと等値です。そこで、 ﹁想像力﹂が必要になってきます。他者はイタマルのことをどう思っているかを想像しなけ
れば、ほんとうの意味での人と人との






は、教室を出ることが多くなったそうです。それは、自分 無意識に暴発してしまうことをおそれ鎮めるためかもしれないと川本教諭は述べています。その後、その子どもは自 すすんで 特別支援学級に転籍しました。そこで落ち着いて学習を ているということです。
　このことが全ていいことかどうかはわかりせんし この﹁のどが
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